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V327a SOI技術を用いた新型X線撮像分光器の開発14: Double-SOI構造素子の
性能
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X線天文衛星で現在主流の検出器である X線 CCDの時間分解能は数秒であるため、ブラックホールやパル
サーなどのX線天体のミリ秒の激しい時間変動の観測が出来ないという問題がある。そこで、我々は Silicon On
Insulater(SOI) 技術を用いて、検出部と読み出し回路が一体型となった X線天文衛星用 SOI ピクセル検出器
「XRPIX」を開発している。XRPIXは、「イベント駆動」というX線の入ったピクセルのみを選択的に読み出す
方法を用いることで、数マイクロ秒という時間分解能を達成できる。これまでにイベント駆動読み出しの基本的
な原理実証やスペクトル取得は成功した。しかし、ピクセル回路に搭載しているコンパレータの論理反転時のデ
ジタル信号がアナログ信号に影響を与えるという問題が明らかになった。これは回路層・センサノードが容量結合
していることが原因である。この電気的な干渉を切ることを目的に、我々は検出部と読み出し回路の間に新たに
silicon層（SOI2層）をシールドとして挟んだDouble-SOI構造の素子を開発した。Am-241を用いた評価を行っ
たところ、SOI2層がシールド層として働き、干渉を切ることに成功した。その一方で、シールドとして働かせる
ためには、SOI2層などに印加する電圧に条件があることがわかった。本講演では、その詳細な結果を報告すると
ともに、今後のピクセル構造のレイアウト開発に対する指針を報告する。


